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健常人の FAZ を OCTA で層別に評価した。 
 2014 年 11 月から 2015 年 2 月に名古屋市立大学病院あるいは眼科尾関クリニックを受診し、
眼底検査及び OCTA を施行した 63 症例 63 眼をレトロスペクティブに検討した。健常群（コント
ロール群）19 症例 19 眼（平均年齢 62.8±11.3 歳）、糖尿病患者で網膜症を発症していないグル
ープ（NDR 群）24 例 24 眼（平均年齢 62.9±9.8 歳）、糖尿病網膜症を発症しているグループ（DR
群）20 例 20 眼（平均年齢 65.8±8.7 歳）の 3 群に分類した。DR 群は全例単純糖尿病網膜症であ
った。OCTA の表層毛細血管叢と深層毛細血管叢の黄斑部 3 mm×3 mm の撮影画像を、imageJ
を用いて二値化し、FAZ の面積を測定した。測定は盲検で 2 回行い、その平均を使用した。表層
毛細血管叢の FAZ 面積はコントロール群が 0.25±0.06 mm2、NDR 群が 0.37±0.07mm2、DR 群
が 0.38±0.11mm2であり、コントロール群と比較して糖尿病患者の 2 群で有意に拡大していた。
深層毛細血管叢の FAZ 面積においても、コントロール群 0.38±0.11 mm2、NDR 群が 0.54±
0.13mm2、DR 群が 0.56±0.12mm2であり、コントロール群と比較して糖尿病患者の 2 群で有意
に拡大していた。DR 群の表層毛細血管叢及び深層毛細血管叢の FAZ 面積は、NDR 群よりも拡
大傾向ではあったが、統計学的な有意差は認めなかった。また、糖尿病患者の FAZ 面積と、糖尿
病罹病期間、HbA1c との有意な相関はみられなかった。 


















      
 
 













らず、糖尿病網膜症を発症していない症例および健常人の FAZ を OCTAで層別に評価した。 
 眼底検査及び OCTA を施行した 63 症例 63 眼をレトロスペクティブに検討した。健常群、糖尿病を
発症しているが網膜症を認めない群、網膜症を認める群の 3 グループで検討され、OCTA の表層毛細












 本研究の意義と今後の展望として OCTA における健常眼データベースの構築をすることにより早期





と視力低下について、糖尿病網膜症の病期と FAZの拡大の相関について等の質問。また第 1 副査、城
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